
(57)【要約】

【課題】 合成樹脂製チューブとこれと特性が異なる合

成樹脂製継手とを溶着するに際し、チューブと継手との

突き合わせ端面に食い違いが生じることを防止する合成

樹脂製管状部材同士の溶着方法およびその装置を提供す

る。

【解決手段】　溶着位置における１対のクランプ部材1,

2は、加熱位置にある端面加熱ヒータ3の位置を基準とし

て、対称に位置させられている。各ブッシュ6,7は、そ

の端面位置からクランプ部材1,2の端面位置までの距離X

1,X2が相違するように、対応するクランプ部材1,2に取

り付けられている。相対的にメルトフローレートが大き

い方の合成樹脂製継手Cの支持位置から突き合わせ端面

までの距離X2を相対的にメルトフローレートが小さい方

の合成樹脂製チューブTの支持位置から突き合わせ端面

までの距離X1よりも小さくする。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 の 端 部 と こ れ と メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 異 な る 第 ２ の 合 成 樹 脂
製 管 状 部 材 の 端 部 と を 加 熱 し て 溶 融 さ せ た 後 、 端 面 同 士 を 突 き 合 わ せ て 溶 着 す る 方 法 で あ
っ て 、 相 対 的 に メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 大 き い 方 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 の 支 持 位 置 か ら 突 き
合 わ せ 端 面 ま で の 距 離 を 相 対 的 に メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 小 さ い 方 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 の
支 持 位 置 か ら 突 き 合 わ せ 端 面 ま で の 距 離 よ り も 小 さ く す る こ と を 特 徴 と す る 合 成 樹 脂 製 管
状 部 材 同 士 の 溶 着 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 相 対 的 に メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 大 き い 方 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 は 、 継 手 で あ り 、 相 対 的
に メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 小 さ い 方 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 は 、 チ ュ ー ブ で あ る 請 求 項 １ の 合
成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 の 端 部 近 く を 端 面 同 士 を 対 向 さ せ た 状 態 で 保 持 し
か つ そ の 端 面 同 士 を 突 き 合 わ せ る 溶 着 位 置 と こ の 位 置 か ら 離 れ た 加 熱 位 置 と に 移 動 可 能 な
１ 対 の ク ラ ン プ 部 材 と 、 両 管 状 部 材 の 端 面 の 間 に 介 在 さ せ ら れ て 該 端 面 を 加 熱 す る 加 熱 位
置 と こ の 位 置 か ら 離 れ た 待 機 位 置 と に 移 動 可 能 な 端 面 加 熱 ヒ ー タ と を 備 え て お り 、 各 ク ラ
ン プ 部 材 に 、 管 状 部 材 の 端 部 近 く を 支 持 す る ブ ッ シ ュ が 設 け ら れ て い る 合 成 樹 脂 製 管 状 部
材 同 士 の 溶 着 装 置 に お い て 、 溶 着 位 置 に お け る １ 対 の ク ラ ン プ 部 材 は 、 加 熱 位 置 に あ る 端
面 加 熱 ヒ ー タ の 位 置 を 基 準 と し て 、 対 称 に 位 置 さ せ ら れ て お り 、 各 ブ ッ シ ュ は 、 そ の 端 面
位 置 か ら ク ラ ン プ 部 材 の 端 面 位 置 ま で の 距 離 が 相 違 す る よ う に 、 対 応 す る ク ラ ン プ 部 材 に
取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 合 成 樹 脂 製 の チ ュ ー ブ や 継 手 を 結 合 す る た め の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の
溶 着 方 法 お よ び そ の 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 製 造 用 の 流 体 制 御 装 置 の う ち 、 洗 浄 や レ ジ ス ト 塗 布 に 使 用 さ れ る 液 体 用 の も の は
、 例 え ば 、 Ｐ Ｆ Ａ や Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ な ど の 合 成 樹 脂 を 使 用 し て そ の 配 管 部 分 が 形 成 さ れ て い る 。
こ の 合 成 樹 脂 配 管 を 形 成 す る に 際 し て は 、 例 え ば 、 遠 赤 外 線 加 熱 式 溶 着 装 置 を 使 用 し て 、
合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 の 端 部 同 士 を 加 熱 溶 融 さ せ て 接 合 す る 溶 着 が 行 わ れ て い る （ 特 許 文 献
１ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ４ は 、 従 来 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 方 法 お よ び そ の 装 置 を 示 し て い る 。 合 成
樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 装 置 は 、 各 管 状 部 材 (T1)(T2)の 端 部 近 く を 端 面 同 士 を 対 向 さ せ
た 状 態 で 保 持 し か つ 両 管 状 部 材 (T1)(T2)の 端 面 同 士 を 突 き 合 わ せ る 溶 着 位 置 と こ の 位 置 か
ら 離 れ た 加 熱 位 置 と に 移 動 可 能 な １ 対 の ク ラ ン プ 部 材 (1)(2)と 、 両 管 状 部 材 (T1)(T2)の 端
面 の 間 に 介 在 さ せ ら れ て 両 管 状 部 材 (T1)(T2)の 該 端 面 を 加 熱 す る 加 熱 位 置 と こ の 位 置 か ら
離 れ た 待 機 位 置 と に 移 動 可 能 な 端 面 加 熱 ヒ ー タ (3)と 、 １ 対 の ク ラ ン プ 部 材 (1)(2)の う ち
の 一 方 を 移 動 不 可 能 に 保 持 す る 固 定 側 ク ラ ン プ 保 持 手 段 (4)と 、 １ 対 の ク ラ ン プ 部 材 (1)(2
)の う ち の 他 方 を 両 管 状 部 材 (T1)(T2)同 士 を 突 き 合 わ せ る 方 向 に 移 動 さ せ る ク ラ ン プ 移 動
手 段 と し て の 可 動 側 ク ラ ン プ 保 持 手 段 (5)と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ し て 、 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 は 、 ま ず 、 １ 対 の ク ラ ン プ 部 材 (1)(2)に そ れ ぞ
れ 管 状 部 材 と し て の Ｐ Ｆ Ａ チ ュ ー ブ (T1)(T2)を セ ッ ト し （ 図 ４ （ ａ ） ） 、 次 い で 、 端 面 加
熱 ヒ ー タ (3)で 各 Ｐ Ｆ Ａ チ ュ ー ブ (T1)(T2)の 端 部 を 加 熱 し て 溶 融 し （ 図 ４ （ ｂ ） ） 、 次 い
で 、 端 面 加 熱 ヒ ー タ (3)を 外 し た 後 、 可 動 側 ク ラ ン プ 保 持 手 段 (5)に 支 持 さ れ た ク ラ ン プ 部
材 (2)が ス ラ イ ド し て 、 こ れ に 保 持 さ れ て い る Ｐ Ｆ Ａ チ ュ ー ブ (T2)の 溶 融 端 部 を 固 定 側 ク
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ラ ン プ 保 持 手 段 (4)に 支 持 さ れ た ク ラ ン プ 部 材 (1)に 保 持 さ れ て い る Ｐ Ｆ Ａ チ ュ ー ブ (T1)の
溶 融 端 部 に 突 き 合 わ せ （ 図 ４ （ ｃ ） ） 、 こ の 突 き 合 わ せ 部 が 冷 却 さ れ る こ と に よ り 行 わ れ
て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ １ １ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 従 来 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 接 合 で は 、 同 じ 材 料 同 士 の 場 合 に は 、 大 き な 問 題
は 生 じ な い が 、 合 成 樹 脂 製 チ ュ ー ブ と こ れ と 特 性 が 異 な る 合 成 樹 脂 製 継 手 と を 溶 着 す る 場
合 、 メ ル ト フ ロ ー レ ー ト の 違 い に よ っ て チ ュ ー ブ と 継 手 と の 突 き 合 わ せ 端 面 に 食 い 違 い が
生 じ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 継 手 は 射 出 成 形 で 製 作 さ れ 、 チ ュ ー ブ 材 は 押 出 し で 製 作 さ れ る 。 射 出 成 形 品 は
、 高 温 流 動 性 が 必 要 で あ り 、 射 出 成 形 グ レ ー ド が 用 い ら れ 、 そ の メ ル ト フ ロ ー レ ー ト は １
５ （ ｇ ／ １ ０ ｍ ｉ ｎ ） 程 度 で あ る 。 こ れ に 対 し て チ ュ ー ブ 材 は 、 押 出 し グ レ ー ド が 用 い ら
れ 、 そ の メ ル ト フ ロ ー レ ー ト は ２ （ ｇ ／ １ ０ ｍ ｉ ｎ ） 程 度 で あ る 。 樹 脂 の グ レ ー ド の 違 い
と 成 形 方 法 の 違 い に よ り 、 溶 着 の た め に ヒ ー タ で 加 熱 し た 場 合 に 、 そ れ ぞ れ の 先 端 溶 着 部
分 の 変 形 量 が 異 な る こ と が わ か っ て い る 。 す な わ ち 、 チ ュ ー ブ 材 は 、 加 熱 溶 融 温 度 に な っ
た 状 態 で 室 温 時 と ほ ぼ 同 じ 直 径 で あ る の に 対 し て 、 継 手 は 、 加 熱 溶 融 温 度 に な っ た 状 態 で
室 温 時 よ り 直 径 が 大 き く な り 、 こ の 状 態 で 押 し 付 け ら れ る た め 、 溶 融 状 態 で 段 差 が で き る
。 そ し て 、 自 然 冷 却 に よ り 溶 着 が 完 了 し た 際 に は 、 溶 融 時 の 段 差 が 残 っ た ま ま に な る 。 こ
の 変 形 量 は 、 配 管 サ イ ズ が 大 き い ほ ど そ の 差 が 大 き く な り 、 径 が １ イ ン チ （ 厚 み が １ ． ６
ｍ ｍ ） の 継 手 で は 、 変 形 量 の 差 が 直 径 で 約 １ ． ０ ｍ ｍ 程 度 と な り 、 溶 着 部 内 面 で ０ ． ５ ｍ
ｍ の 段 差 が 生 じ る 。 こ の 結 果 、 内 面 段 差 に よ っ て 流 体 の 流 れ に 異 常 を き た す ば か り で な く
、 １ ． ６ ｍ ｍ の 肉 厚 に 対 し て ０ ． ５ ｍ ｍ の 段 差 が あ る た め 、 溶 着 断 面 積 が 約 ２ ／ ３ ま で 減
少 し 、 溶 着 部 の 強 度 低 下 と い う 問 題 も 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 例 え ば 、 合 成 樹 脂 製 チ ュ ー ブ と こ れ と 特 性 が 異 な る 合 成 樹 脂 製 継 手
と を 溶 着 す る に 際 し 、 チ ュ ー ブ と 継 手 と の 突 き 合 わ せ 端 面 に 食 い 違 い が 生 じ る こ と を 防 止
す る 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 方 法 お よ び そ の 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 に よ る 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 方 法 は 、 第 １ の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 の 端
部 と こ れ と メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 異 な る 第 ２ の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 の 端 部 と を 加 熱 し て 溶
融 さ せ た 後 、 端 面 同 士 を 突 き 合 わ せ て 溶 着 す る 方 法 で あ っ て 、 相 対 的 に メ ル ト フ ロ ー レ ー
ト が 大 き い 方 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 の 支 持 位 置 か ら 突 き 合 わ せ 端 面 ま で の 距 離 を 相 対 的 に
メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 小 さ い 方 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 の 支 持 位 置 か ら 突 き 合 わ せ 端 面 ま で
の 距 離 よ り も 小 さ く す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 の 対 象 と な る 合 成 樹 脂 と し て は 、 熱 可 塑 性 合 成 樹 脂 全 般 と さ れ 、 例 え ば 、 Ｐ Ｆ
Ａ の よ う な フ ッ 素 樹 脂 が 好 適 で あ る 。 第 １ の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 と こ れ と メ ル ト フ ロ ー レ
ー ト が 異 な る 第 ２ の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 と は 、 例 え ば 、 一 方 が 射 出 成 形 で 製 作 さ れ る 継 手
で あ り 、 他 方 が 押 し 出 し で 製 作 さ れ る チ ュ ー ブ で あ る 。 こ の 場 合 、 合 成 樹 脂 が い ず れ も Ｐ
Ｆ Ａ で あ っ て も 、 射 出 成 型 品 は 、 高 温 流 動 性 が 必 要 で あ り 、 メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が １ ５ （
ｇ ／ １ ０ ｍ ｉ ｎ ） 程 度 が 好 ま し い の に 対 し 、 チ ュ ー ブ の メ ル ト フ ロ ー レ ー ト は 、 ２ （ ｇ ／
１ ０ ｍ ｉ ｎ ） 程 度 が 適 正 と さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の よ う に メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 違 っ て
い る も の 同 士 を 同 じ メ ル ト フ ロ ー レ ー ト の も の 同 士 を 溶 着 す る の と 同 じ 方 法 で 溶 着 し よ う
と す る と 、 ヒ ー タ に よ る 加 熱 時 に 、 先 端 溶 着 部 分 の 変 形 量 が 異 な り 、 溶 着 部 内 面 に 生 じ る
段 差 部 が 大 き く な る と い う 問 題 が あ る 。 こ れ に 対 し 、 相 対 的 に メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 大 き
い 方 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 の 支 持 位 置 か ら 突 き 合 わ せ 端 面 ま で の 距 離 を 相 対 的 に メ ル ト フ
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ロ ー レ ー ト が 小 さ い 方 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 の 支 持 位 置 か ら 突 き 合 わ せ 端 面 ま で の 距 離 よ
り も 小 さ く す る こ と に よ り 、 こ の 問 題 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 相 対 的 に メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 大 き い 方 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 の 支 持 位 置 か ら 突 き 合 わ
せ 端 面 ま で の 距 離 を 相 対 的 に メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 小 さ い 方 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 の 支 持
位 置 か ら 突 き 合 わ せ 端 面 ま で の 距 離 よ り も 小 さ く す る に は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 合 成 樹 脂 製
管 状 部 材 の 端 部 近 く を 端 面 同 士 を 対 向 さ せ た 状 態 で 保 持 し か つ そ の 端 面 同 士 を 突 き 合 わ せ
る 溶 着 位 置 と こ の 位 置 か ら 離 れ た 加 熱 位 置 と に 移 動 可 能 な １ 対 の ク ラ ン プ 部 材 に つ い て 、
そ の 可 動 側 ま た は 固 定 側 の ク ラ ン プ 部 材 の 停 止 位 置 を 調 整 し て も よ く 、 ま た 、 各 ク ラ ン プ
部 材 に 設 け ら れ て 管 状 部 材 の 端 部 近 く を 支 持 す る ブ ッ シ ュ に つ い て 、 そ の 長 さ を 相 違 さ せ
、 ブ ッ シ ュ の 端 面 位 置 か ら ク ラ ン プ 部 材 の 端 面 位 置 ま で の 距 離 が 相 違 す る よ う に 、 各 ブ ッ
シ ュ が 対 応 す る ク ラ ン プ 部 材 に 取 り 付 け ら れ て い る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 支 持 位 置 以 外 の 各 操 作 は 、 従 来 と 同 じ で よ く 、 例 え ば 、 加 熱 時 間 は 、 １ ５ ～ １ ０ ０ 秒 程
度 と さ れ 、 加 熱 後 の 押 し 付 け 量 は 、 ０ ． １ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ 程 度 と さ れ 、 加 熱 前 に 、 両 管 状 部
材 の 突 き 合 わ せ 端 部 内 径 部 分 を 面 取 り す る な ど の 操 作 が 必 要 に 応 じ て 施 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 溶 着 さ れ る 管 状 部 材 の 径 お よ び 厚 み は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 径 は 、 １ ／ ４
イ ン チ ～ １ イ ン チ が 一 般 的 で あ り 、 厚 み は 、 １ ． ０ ｍ ｍ ～ １ ． ６ ｍ ｍ が 一 般 的 で あ る 。 こ
の 発 明 に よ る 溶 着 方 法 は 、 管 状 部 材 の 径 が １ ／ ２ イ ン チ 以 上 の 比 較 的 大 径 の 場 合 に 、 よ り
大 き な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 こ の 溶 着 方 法 は 、 相 対 的 に メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 大 き い 方 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材
が 継 手 で あ り 、 相 対 的 に メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 小 さ い 方 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 が チ ュ ー ブ
で あ る 場 合 に 、 よ り 好 適 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 発 明 に よ る 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 装 置 は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 合 成 樹 脂 製 管
状 部 材 の 端 部 近 く を 端 面 同 士 を 対 向 さ せ た 状 態 で 保 持 し か つ そ の 端 面 同 士 を 突 き 合 わ せ る
溶 着 位 置 と こ の 位 置 か ら 離 れ た 加 熱 位 置 と に 移 動 可 能 な １ 対 の ク ラ ン プ 部 材 と 、 両 管 状 部
材 の 端 面 の 間 に 介 在 さ せ ら れ て 該 端 面 を 加 熱 す る 加 熱 位 置 と こ の 位 置 か ら 離 れ た 待 機 位 置
と に 移 動 可 能 な 端 面 加 熱 ヒ ー タ と を 備 え て お り 、 各 ク ラ ン プ 部 材 に 、 管 状 部 材 の 端 部 近 く
を 支 持 す る ブ ッ シ ュ が 設 け ら れ て い る 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 装 置 に お い て 、 溶 着
位 置 に お け る １ 対 の ク ラ ン プ 部 材 は 、 加 熱 位 置 に あ る 端 面 加 熱 ヒ ー タ の 位 置 を 基 準 と し て
、 対 称 に 位 置 さ せ ら れ て お り 、 各 ブ ッ シ ュ は 、 そ の 端 面 位 置 か ら ク ラ ン プ 部 材 の 端 面 位 置
ま で の 距 離 が 相 違 す る よ う に 、 対 応 す る ク ラ ン プ 部 材 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 端 面 加 熱 ヒ ー タ は 、 例 え ば 、 遠 赤 外 線 式 の も の と さ れ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は
な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ブ ッ シ ュ は 、 溶 着 を 行 な う 樹 脂 材 料 よ り も 融 点 が 高 い 材 料 で あ れ ば ど の よ う な も の で も
良 い が 、 若 干 弾 性 を 有 し て い る こ と が 好 ま し く 、 例 え ば Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ な ど の フ ッ 素 系 樹 脂 お よ
び 所 謂 ス ー パ ー エ ン ジ ニ ア リ ン グ プ ラ ス チ ッ ク と 呼 ば れ る 物 、 ま た 、 金 属 製 か ら な る ブ ッ
シ ュ 等 、 溶 着 さ れ る 管 状 部 材 の 材 質 に 比 べ て 高 い 融 点 を 有 し て い る も の が 適 宜 選 択 さ れ る
。 ま た 、 ブ ッ シ ュ は 半 割 れ で も よ く 、 切 り 欠 き の 入 っ た 一 体 物 と し て 、 切 り 欠 き を 広 げ て
継 手 を 着 脱 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 従 来 の 溶 着 装 置 で は 、 １ 対 の ク ラ ン プ 部 材 の 溶 着 位 置 が 対 称 で 、 各 ク ラ ン プ 部 材 に 設 け
ら れ て 管 状 部 材 の 端 部 近 く を 支 持 す る ブ ッ シ ュ の 端 面 位 置 も 対 称 と さ れ て い る の に 対 し 、
こ の 発 明 の 溶 着 装 置 で は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 方 は 変 更 さ れ ず に 、 ブ ッ シ ュ の 方 が 非 対 称 と さ
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れ る 。 具 体 的 に は 、 一 方 （ 例 え ば チ ュ ー ブ を 保 持 す る 側 ） の ブ ッ シ ュ が ク ラ ン プ 部 材 の 端
面 と 面 一 （ 従 来 と 同 じ ） と な さ れ て い る の に 対 し 、 他 方 （ 例 え ば 継 手 を 保 持 す る 側 ） の ブ
ッ シ ュ の 長 さ が 大 き く な さ れ て 、 そ の 端 面 が ク ラ ン プ 部 材 の 端 面 よ り も 突 出 さ せ ら れ る 。
な お 、 ブ ッ シ ュ は 、 ク ラ ン プ 部 材 に 共 通 の 外 径 を 有 し 、 内 径 が 異 な る も の が 複 数 種 類 用 意
さ れ 、 溶 着 さ れ る 管 状 部 材 の 径 に 応 じ て 適 宜 変 更 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 装 置 を 使 用 し て 溶 着 す る こ と に よ り 、 ２ つ の 管 状 部 材 間 に 特 性 差 が あ っ て そ の 熱 変
形 の 程 度 に 差 が あ る 場 合 で も 、 溶 着 部 段 差 を 非 常 に 小 さ く 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 段 差 を な く す 他 の 方 法 と し て 、 継 手 の 内 外 径 寸 法 を チ ュ ー ブ の 内 外 径 寸 法 よ り 変
形 差 分 小 さ く 製 作 す る こ と が 考 え ら れ る が 、 こ の 場 合 に は 、 外 径 が 異 な る た め 、 従 来 と 同
じ ブ ッ シ ュ を 使 用 し た 場 合 に 、 外 径 が 相 対 的 に 小 さ い 方 の 部 材 で は 、 固 定 が 緩 く 軸 合 わ せ
に 手 間 取 る と い う 問 題 が あ り 、 押 付 け 力 不 足 の 可 能 性 が あ る と い う 問 題 も あ る 。 ま た 、 寸
法 を 変 え た ブ ッ シ ュ を 準 備 し た と し て も 、 外 径 に 段 差 が あ る た め 軸 合 わ せ が 困 難 と い う 問
題 が あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 発 明 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 装 置 に よ る と 、 例 え ば 、 こ れ を 合 成 樹 脂 製 チ
ュ ー ブ と こ れ と 特 性 が 異 な る 合 成 樹 脂 製 継 手 と の 溶 着 に 使 用 し て 、 継 手 端 面 の 溶 着 時 の 変
形 を 抑 制 す る こ と に よ り 、 チ ュ ー ブ と の 段 差 を な く し 、 溶 着 断 面 積 を 最 大 に し て 、 溶 着 部
強 度 を 十 分 な も の に す る と と も に 、 内 面 の 段 差 が 極 小 に な る こ と で 、 流 体 の 流 れ を ス ム ー
ズ に し て 液 だ ま り や 気 泡 発 生 の 要 因 を 減 ら す こ と が で き る 。 ま た 、 突 出 部 に よ り 増 加 し た
ブ ッ シ ュ の 熱 容 量 に よ り 、 継 手 の 先 端 部 分 で 起 き る ガ ス 発 生 量 が 抑 え ら れ 、 溶 着 部 内 に 起
き る 気 泡 発 生 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 発 明 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 方 法 に よ る と 、 突 き 合 わ せ 部 に 存 在 す る ビ ー
ド 部 内 面 の 段 差 を 小 さ く す る こ と が で き 、 こ う し て 得 ら れ た 管 状 部 材 を 配 管 に 使 用 す る こ
と に よ り 、 接 合 部 が 液 体 の ス ム ー ズ な 流 れ を 阻 害 す る こ と が な く 、 ま た 、 接 合 部 が 液 だ ま
り と な っ て 液 体 の 置 換 に 要 す る 時 間 を 長 く す る こ と も 防 止 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 以 下 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 発 明 に よ る 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 装 置 は 、 合 成 樹 脂 製 チ ュ ー ブ で あ る 第 １
の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 (T)と こ れ と メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 異 な る 合 成 樹 脂 製 継 手 で あ る 第
２ の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 (C)と を 溶 着 す る の に 好 適 な も の で 、 各 管 状 部 材 (T)(C)の 端 部 近
く を 端 面 同 士 を 対 向 さ せ た 状 態 で 保 持 し か つ 両 管 状 部 材 (T)(C)の 端 面 同 士 を 突 き 合 わ せ る
溶 着 位 置 と こ の 位 置 か ら 離 れ た 加 熱 位 置 と に 移 動 可 能 な １ 対 の ク ラ ン プ 部 材 (1)(2)と 、 両
管 状 部 材 (T)(C)の 端 面 の 間 に 介 在 さ せ ら れ て 両 管 状 部 材 (T)(C)の 該 端 面 を 加 熱 す る 加 熱 位
置 と こ の 位 置 か ら 離 れ た 待 機 位 置 と に 移 動 可 能 な 端 面 加 熱 ヒ ー タ (3)と 、 １ 対 の ク ラ ン プ
部 材 (1)(2)の う ち の 一 方 を 移 動 不 可 能 に 保 持 す る 固 定 側 ク ラ ン プ 保 持 手 段 (4)と 、 １ 対 の
ク ラ ン プ 部 材 (1)(2)の う ち の 他 方 を 両 管 状 部 材 (T)(C)同 士 を 突 き 合 わ せ る 方 向 に 移 動 さ せ
る ク ラ ン プ 移 動 手 段 と し て の 可 動 側 ク ラ ン プ 保 持 手 段 (5)と 、 ク ラ ン プ 移 動 手 段 (5)お よ び
ヒ ー タ (3)の そ れ ぞ れ の 移 動 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 移 動 タ イ ミ ン グ 制 御 手 段 （ 図 示 略 ） と
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 左 の ク ラ ン プ 部 材 (1)が 固 定 、 右 の ク ラ ン プ 部 材 (2)が 可 動 と さ れ て
い る 。 各 ク ラ ン プ 部 材 (1)(2)は 、 ヒ ン ジ 軸 （ 図 示 略 ） を 介 し て 開 閉 可 能 に 連 結 さ れ た 受 け
部 (1a)(2a)お よ び 押 さ え 部 (1b)(2b)か ら な り 、 各 ク ラ ン プ 部 材 (1)(2)に は 、 管 状 部 材 (T)(
C)の 端 部 近 く を 支 持 す る 略 円 筒 形 の ブ ッ シ ュ (6)(7)が そ れ ぞ れ 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て
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い る 。 各 ブ ッ シ ュ (6)(7)は 、 ク ラ ン プ 部 材 (1)(2)で 挟 ま れ た 際 に 若 干 縮 径 可 能 な よ う に 、
断 面 Ｃ 字 形 と さ れ て い る 。 各 ブ ッ シ ュ (6)(7)は 、 管 状 部 材 (T)(C)の 外 径 に 応 じ て 交 換 可 能
と さ れ て お り 、 管 状 部 材 (T)(C)に 適 合 す る ブ ッ シ ュ (6)(7)を ク ラ ン プ 部 材 (1)(2)に 取 り 付
け る と と も に 、 受 け 部 (1a)(2a)に 支 持 さ れ た 管 状 部 材 (T)(C)を 押 さ え 部 (1b)(2b)に よ っ て
押 さ え る こ と に よ り 、 管 状 部 材 (T)(C)の 外 周 面 が ブ ッ シ ュ (6)(7)に よ っ て 全 周 に わ た っ て
保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 端 面 加 熱 ヒ ー タ (3)は 、 素 材 固 有 の 赤 外 線 吸 収 ス ペ ク ト ル の 中 で 吸 収 率 の 高 い 波 長 の 遠
赤 外 線 を 放 射 す る 遠 赤 外 線 ヒ ー タ と さ れ て お り 、 加 熱 位 置 に お い て 、 所 定 間 隔 を お い て 対
向 さ せ ら れ た 両 管 状 部 材 (T)(C)の 端 面 の 間 に 、 こ れ ら と は 若 干 の 間 隔 を お い て 介 在 さ せ ら
れ る 。 こ れ に よ り 、 管 状 部 材 (T)(C)の 端 部 は 、 非 接 触 で 加 熱 さ れ て 低 温 で 溶 融 し 、 フ ッ 素
ガ ス を 出 さ ず に 溶 着 が 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ２ つ の ブ ッ シ ュ (6)(7)は 、 互 い に 異 な る 長 さ と さ れ て 、 そ の 端 面 位 置 か ら ク ラ ン プ 部 材
(1)(2)の 端 面 位 置 ま で の 距 離 Ｘ １ お よ び Ｘ ２ が 相 違 す る よ う に 、 対 応 す る ク ラ ン プ 部 材 (1
)(2)に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 (T)(C)同 士 の 溶 着 は 、 ま ず 、 合 成 樹 脂 製 チ ュ ー ブ (T)を ブ
ッ シ ュ (6)が 相 対 的 に 短 く そ の 端 面 が ク ラ ン プ 部 材 (1)の 端 面 と 面 一 と さ れ て い る 方 の ク ラ
ン プ 部 材 (1)に 、 こ の 合 成 樹 脂 製 チ ュ ー ブ (T)よ り も メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 大 き い 合 成 樹 脂
製 継 手 (C)を ブ ッ シ ュ (7)が 相 対 的 に 長 く そ の 端 面 が ク ラ ン プ 部 材 (2)の 端 面 か ら 突 出 さ せ
ら れ て い る 方 の ク ラ ン プ 部 材 (2)に そ れ ぞ れ 保 持 さ せ （ 図 １ （ ａ ） ） 、 次 い で 、 端 面 加 熱
ヒ ー タ (3)で 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 (T)(C)の 端 部 を 加 熱 し て 溶 融 さ せ る （ 図 （ ｂ ） ） 。 こ の
際 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 １ 対 の ク ラ ン プ 部 材 (1)(2)は 、 加 熱 位 置 に あ る 端 面 加 熱 ヒ
ー タ (3)の 位 置 を 基 準 と し て 、 対 称 に 位 置 さ せ ら れ て い る 。 し た が っ て 、 管 状 部 材 (T)(C)
の 溶 融 深 さ は 、 ほ ぼ 対 称 と な る 。 次 い で 、 端 面 加 熱 ヒ ー タ (3)を 外 し た 後 、 可 動 側 ク ラ ン
プ 保 持 手 段 (5)に 支 持 さ れ た ク ラ ン プ 部 材 (2)が ス ラ イ ド し て 、 こ れ に 保 持 さ れ て い る 継 手
(C)の 溶 融 端 部 を 固 定 側 ク ラ ン プ 保 持 手 段 (4)に 支 持 さ れ た ク ラ ン プ 部 材 (1)に 保 持 さ れ て
い る チ ュ ー ブ (T)の 溶 融 端 部 に 突 き 合 わ せ る （ 図 １ （ ｃ ） ） 。 こ の 際 、 メ ル ト フ ロ ー レ ー
ト が 相 対 的 に 大 き く 外 径 が 大 き く な り や す い 継 手 (C)は 、 相 対 的 に 長 い ブ ッ シ ュ (7)に よ っ
て 保 持 さ れ る の で 、 変 形 が 抑 え ら れ 、 チ ュ ー ブ (T)と 継 手 (C)と は 、 溶 融 後 の 径 が ほ ぼ 同 じ
状 態 で 突 き 合 わ さ れ 、 こ の 突 き 合 わ せ 部 が 冷 却 さ れ る こ と に よ り 溶 着 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ う し て 、 相 対 的 に メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 大 き い 方 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 (C)の 支 持 位
置 か ら 突 き 合 わ せ 端 面 ま で の 距 離 を 相 対 的 に メ ル ト フ ロ ー レ ー ト が 小 さ い 方 の 合 成 樹 脂 製
管 状 部 材 (T)の 支 持 位 置 か ら 突 き 合 わ せ 端 面 ま で の 距 離 よ り も 小 さ く し た 条 件 下 で 、 メ ル
ト フ ロ ー レ ー ト が 異 な る ２ つ の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 (T)(C)が 溶 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） は 、 上 記 の 溶 着 装 置 を 使 用 し た 溶 着 に よ っ て 得 ら れ た 管 状 部 材 (T)(C)
の 接 合 部 を 示 す も の で 、 同 図 に は 、 径 が ３ ／ ４ イ ン チ 、 厚 み が １ ． ６ ｍ ｍ の Ｐ Ｆ Ａ チ ュ ー
ブ (T)と Ｐ Ｆ Ａ 継 手 (C)と を ４ ０ ０ ℃ で ６ ０ 秒 加 熱 し て 溶 着 し た 場 合 の 溶 着 部 の 断 面 実 測 結
果 が 示 さ れ て い る 。 な お 、 （ ａ ） は 上 側 の 状 態 を 、 （ ｂ ） は 、 下 側 の 状 態 を 示 し て い る 。
ま た 、 図 ３ に は 、 同 じ 管 状 部 材 (T)(C)に 対 し て 従 来 の 溶 着 装 置 を 使 用 し た 場 合 の 接 合 部 を
示 し て い る 。 い ず れ の 場 合 も 、 チ ュ ー ブ (T)の 溶 着 面 （ 端 面 ） か ら ブ ッ シ ュ (6)の 端 面 ま で
の 距 離 は 、 ８ ｍ ｍ と さ れ 、 継 手 (C)の 溶 着 面 （ 端 面 ） か ら ブ ッ シ ュ (7)の 端 面 ま で の 距 離 は
、 従 来 で は ８ ｍ ｍ と さ れ 、 こ の 発 明 に よ る 溶 着 装 置 で は 、 ３ ｍ ｍ と さ れ て い る 。 な お 、 こ
の ３ ｍ ｍ と い う 値 は 、 １ ～ ７ ｍ ｍ 程 度 で 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ れ に よ る と 、 従 来 の 条 件 で 溶 着 し た も の で は 、 チ ュ ー ブ (T)の 径 が ほ と ん ど 変 わ ら な
い の に 対 し 、 継 手 (C)の 外 径 が 大 き く な る た め 、 段 差 が 大 き く な る と と も に 、 溶 着 断 面 積
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が 減 少 し て い る 。 こ の た め 、 段 差 に 起 因 し て 液 だ ま り や 気 泡 が 発 生 す る と い う 問 題 が あ り
、 ま た 、 溶 着 断 面 積 の 減 少 に 伴 っ て 、 強 度 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ に 対 し 、 こ の 発 明 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 方 法 お よ び そ の 装 置 に よ る と 、
継 手 (C)の 溶 着 面 （ 端 面 ） か ら １ ～ ７ ｍ ｍ の 部 分 を ブ ッ シ ュ (7)が 支 持 す る た め 、 加 熱 溶 融
時 の 継 手 (C)の 変 形 を 抑 え る こ と が で き 、 加 熱 終 了 後 の 押 付 け 時 に 、 チ ュ ー ブ (T)と の 段 差
が 生 じ る こ と な く 、 冷 却 後 も 段 差 が な く 溶 着 が 終 了 す る 。 ま た 、 溶 着 断 面 積 に つ い て も 、
従 来 品 の よ う な 減 少 が な く 、 充 分 な 強 度 が 得 ら れ る 。 ま た 、 内 面 に 段 差 が な い た め 、 液 だ
ま り や 気 泡 発 生 等 の 段 差 に 起 因 す る 問 題 が 極 小 に 押 え る こ と が 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に よ る 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 方 法 お よ び そ の 装 置 の 実 施 形 態 を
示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 に よ る 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 方 法 お よ び そ の 装 置 で 得 ら れ る 管
状 部 材 の 接 合 部 の 状 態 を 示 し て い る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 方 法 お よ び そ の 装 置 で 得 ら れ る 管 状 部 材 の
接 合 部 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 合 成 樹 脂 製 管 状 部 材 同 士 の 溶 着 方 法 お よ び そ の 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
(1)(2)　 　 　 ク ラ ン プ
(3)　 　 　 　  端 面 加 熱 ヒ ー タ
(5)　 　 　 　  ク ラ ン プ 移 動 手 段
(6)(7)　 　 　 ブ ッ シ ュ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(8) JP 2006-297611 A 2006.11.2



フロントページの続き

(72)発明者  森本　明弘
            大阪市西区立売堀２丁目３番２号　株式会社フジキン内
(72)発明者  上治　豊
            大阪市西区立売堀２丁目３番２号　株式会社フジキン内
(72)発明者  安本　直史
            大阪市西区立売堀２丁目３番２号　株式会社フジキン内
(72)発明者  本位傳　晃夫
            大阪市西区立売堀２丁目３番２号　株式会社フジキン内
(72)発明者  池田　信一
            大阪市西区立売堀２丁目３番２号　株式会社フジキン内
(72)発明者  波多野　雅之
            大阪市西区立売堀２丁目３番２号　株式会社フジキン内
(72)発明者  作山　照光
            大阪市西区立売堀２丁目３番２号　株式会社フジキン内
(72)発明者  永野　一寛
            大阪市西区立売堀２丁目３番２号　株式会社フジキン内
(72)発明者  岩永　伸一
            大阪市西区立売堀２丁目３番２号　株式会社フジキン内
Ｆターム(参考) 4F211 AD12  AG08  TA01  TC11  TD07  TH06  TJ11  TJ22  TN02  TN28 
　　　　 　　        TW15 

(9) JP 2006-297611 A 2006.11.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

